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KIGA FOOTBALL CLUB NEWS 
～Seize the moment！ Go beyond your limits．～ 

 

１．RESULTS 

＜平成１９年度高校新人サッカー競技西部地区大会＞ 

「県大会へ向けて、新人戦西部地区大会開幕」 
１次リーグ ◎気賀  湖西  新居 
 １２／２２（土） 気賀 ２－１ 新居  （得）真瀬、児玉 

  １２／２４（月） 気賀 １－０ 湖西  （得）山本 
 ※１次リーグ２勝０敗→１位、２次リーグ進出 

２次リーグ ◎浜松北 ○掛川工 気賀 浜松日体 
  
※新人戦西部地区大会が開幕した。１次リーグを１位で突破し、２次リーグ進出を決めたもの

の、不甲斐ない内容ばかりが目立つゲームになってしまった。初戦の VS 新居については、

前半は完全に「負け試合」、０－１で折り返す苦しいゲームだった。ゲームに臨む姿勢の面

で甘さが目立ち、ピッチ内・外でのミスが多かった。VS 湖西については、圧倒的にボール

を支配しながらも、効果的にボールを動かせず決定機を作り出すことがほとんどできなかっ

た。特に「判断」の部分での問題が大きく、サッカーのプレーの原則の理解、「観て判断す

る」ことの習慣化、動きながらの技術の発揮・・・課題は山積みである。 
  しかし、内容はともかく２次リーグへの挑戦権は手に入れることができた。２次リーグまで

３週間弱、現状から少しでもレベルアップし、「県大会」という大きな目標にチャレンジし

ていきたい。 
 
 

＜第３１回北遠地区高等学校サッカー大会＞ 

 「準優勝、昨年の雪辱果たせず」 
 予選リーグＢブロック 

１１／１０（土） 気賀 ９－０ 三ヶ日・春野 （得）野田２、大窪２、河田２、上島、 
佐藤、山本 

※予選リーグ３勝０敗→１位 
 決勝トーナメント 

１１／１７（土） 
      準決勝 気賀 ３－１ 二俣  （得）山本、野田、真瀬 
      決 勝 気賀 １－３ 浜北西 （得）上島 
※昨年以上の結果、「優勝」を最低限の目標にこの大会に臨んだが、昨年に続いて２位という結果

に終わってしまった。決勝については、チームとしてはある程度狙いを表現できた。しかし、

勝敗を決定する「ゴール」に関わる部分での「個」の甘さが結果につながってしまった。「個」

の弱さを「組織」で補っている現状では、高い目標には届かない。技術・判断・コミュニケー

ション・フィットネス（フィジカル・メンタル）全ての面において現状からレベルアップをし

なければ限界がある。 
 



＜練習試合＞ 
 １１／ ３（土） 気賀 ４－０ 浜松商   （得）河田、山下、黒柳、山田 
 １１／ ４（日） 気賀 ０－０ 袋井    （得）なし 
 １１／１１（日） 気賀 ０－２ 藤枝東D  （得）なし 
 １１／２３（金） 気賀 ０－２ 吉田    （得）なし 
 １１／２４（土） 気賀 ０－１ 浜松北   （得）なし 
 １２／ １（土） 気賀 ０－４ 小笠    （得）なし 
 １２／ ２（日） 気賀 １－４ 磐田北   （得）大窪 
 １２／１６（日） 気賀 ２－０ 磐田農   （得）野田、黒柳 
 

２．SCHEDULE 
  １／ ３（木） 初蹴り（気賀Ｇ） 
 １／ ４（金） みをつくしCUP（気賀Ｇ） 
 １／ ５（土） ＴＧ：富士東、桐陽（富士東Ｇ）10:00 
 １／ ６（日） ＴＧ：浜松南、早稲田実業（浜松南Ｇ）10:00 
 １／１２（土） 新人戦２次Ｌ：掛川工（浜名小林Ｇ）11:30 
 １／１３（日） 新人戦２次Ｌ：浜松北（浜松北Ｇ）10:00 
 １／１９（土） 新人戦２次Ｌ：浜松日体（未定） 
 １／２６（土） 新人戦準々決勝、３次Ｌ 
 １／２７（日） 新人戦準決勝、３次Ｌ 
 ２／ ２（日） 新人戦決勝、３次Ｌ 
 

３．TOPICS 

＜サッカーの名言集＞ 
・「サッカー場での戦いは、しばしば人生の戦いの生き写しである。」 

フランツ・ベッケンバウアー 
 
・「偶然は必然だ。」 

ヨハン・クライフ 
 
・「スポーツにおいて根性とか精神とかいうのは古いと言われていますが、私が監督に就任して初め

に選手に言ったのは、戦術でもなく戦略でもなく精神論でした。」 
岡田 武史 

 
・「100mより30m～40mを速く走ることが重要。だがもっと重要なのは、いつ走るかだ。」 

ヨハン・クライフ 
 
・「世間の人たちは『万一』と表現するけど、ＦＷって連中は、万一を心底信じて疑わない。99.9%
の過去より、0.1%の未来に賭ける。」 

三浦 和良 
 
・「努力や根性ではない。１人１人がマイ・ベストを尽くす。それが勝利につながる。」 

中田 英寿 
 


